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ブラジル•リオドウシ湖沼の水草研究

生嶋 功
(千葉大学•理•海生施設)

ブラジル南東部リオドウシ上流周辺の丘陵地帯 （ 19° 

15 ZS, 42° 3 5 ' —4 0 ' W ) には約150の湖沼が散在し 

ており、これらは水深が30m を越えるものから沼沢まで 

遷移系列上のさまざまな途中相がみられた。1983年から 

日本•ブラジルによる協同調査*がはじまった0

調査した湖のなかのつぎの3 湖には、抽水植物のガマ 

属のT y p h a  dominguensis  P e r s ” 半抽水植物のホテイ 

ア オ イ 類 縁 の れ o r n ia  azurea  K u n th > 熱帯の浮漂 

植物として一般的な大形サンショ勺モのSaluinia aurir 

culata A u b l .はいずれも優占種として群落をつくっ 

ていた。

面粗(kd) 最大水深（ m) 平均水深(m) 受水域

Lake Dom Helvecio 6.87 32.5 12.1 森林公園内 
の自然林

Lake Carioca 0.14 11.8 5.3

Lake Jacare 1.03 9.8 3.7 ユーカリ 
人工林

ここでは研究が進んでいるK  a z u r e aの成長や物質 

生産を中心に報告する。この植物の茎は水面直下を横走 

し、これから葉柄が垂直に立ち、楕円形の気中葉をつけ 

る （図 1 )。1983年 6 - 7 月の調査によるとD o m  H e卜 

v ec io湖の.五 azurea は3 3 .6士 1 0 .3 cmの茎に10.2土 1.3 

枚 （平均値土標準偏差）の生き.ている葉をつけ、それ 

よりも古い部分には約5 枚の枯葉をつけていた。茎の全 

長は数m 、ときには十数m にもおよび、基部の末端は湖 

底にあり、茎は分枝をくりかえして水面直下に二次元的 

に密な構造をつくる。節間は1 . 9 - 3 . 7cmで、根は節か 

ら出て水中にたれさがる。

普通の調査法では数か月を必要とする成長に関する基 

礎的情報を、わずか 1 か月たらずの日数で求める解析 

法を工夫した。この方法は個体群動態論と成長曲線の知 

識を組み合わせたもので、ナこんにE. a z u r e aの成長を

葉位

点線でかこった部分が単位シュートである。

しらベる場合にのみかぎらず他の水生植物や陸上植物を 

も含めて広く適用できるものであろう。

現場での調査や測定および計算などの手順をフローチャ 

一卜に示した（図 2 ) 。まず調査する群落の現場でシュー 

卜に番号を与え、シュートのすベての葉を葉令順に識別 

して、それぞれの葉身の長さと幅の毎葉調査をする。毎 

葉調査は最底2 回おこなうことが必要で、調査の間隔は 

抽水植物では約2 週間、浮葉植物では約5 日が適当であ 

ろう。これとはべつに数本のシュートを選び、図 1 に示 

した単位シュートに切りわけて葉身の長さと幅、葉面積、 

葉の乾重、葉柄と茎の乾重を求め、葉身の長さと幅から 

葉面積や単位シュートの乾重を求める相対成長式**を 

つくる。そしてこの相対成長式の精度は相関係数から、 

さらに式の適用の範囲も吟味する。

表 1 . D o m  H elv ec io , C a r io c a  および J a c a r 6  湖の 

Eichhornia a z u r e aのロジスチック成長の特性値

湖 沼 D o m  H elvecio C a r io c a J a c a r  忐

成長係数( 1 /日） 0. 0813 0 .0592 0.0659

単位シュートの

上 限 値 （9 )
3.34 2.59 0.77

* 文部省海外学術調査；ブラジル、 リオドッセ湖沼群の陸水生態学的特性と湖沼類型に関する研究、研究代表者 

西條八束名大教授

* * 単位シュートの乾重（または葉面積や葉の乾重）= a  x (葉身の長さ） x  (葉身の幅）+ b 、 a およびb は定数0 

一次の回帰直線で高い相関係数がえられた。
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図 2 .  E i c h h o m i a  a z u r e aの物質生産と成長解析研究のためにおこなう野外調査•測定および計算処理の過程を 

不すフローチャート

表 2. D o m  H elvec io , C a r i o c a および J a c a r 6 湖のE i c h h o m i a  a z u r e aの生存率と死亡率。時間は葉位で示

した（新生時の葉位は1 )0

葉 位 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

生存率(劣） 100 100 100 100 100 100 96.7 86.7 76.7 70.0 43.3 20.0 10.0 0

D o m  H elvecio

死亡率(劣） 0 0 0 0 0 3 .3 10.3 11.5 8 .7 38.4 53.8 50.0 100

生存率(劣） 100 100 100 100 97.2 75.0 33.3 11.1 5 .6 0

C a r io c a

死亡率(劣） 0 0 0 2 .8 22.8 55.6 66.7 49.5 100

生存率(劣） 100 100 100 100 100 82.5 52.5 12.5 7 .5 2 .5 0

J a c a r谷
死亡率(浴） 0 0 0 0 17.5 36.4 76.2 40.0 66.7 100
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二回の毎葉調査から、同一葉の単位シュートの乾燥重 

の成長に関する結果が多数もとまり、ロジスチック成長 

を仮定した定差図から成長曲線の二つの定数である成長 

の上限値および成長係数を推定した。ただし定差図から 

もとめた上限値は大きな誤差をともなう場合があるため 

に、ここでは成葉に達した単位シュート重の平均値を用 

いた。こうして求めた成長曲線によると、J a c a r e 湖の 

E. a z u r e aの新葉は展開後約50日で、D o m  H elvecio  

とC a r io c a湖のそれらは約80〜100日で成葉になり、成 

葉の大きさと成長係数は表1 のようになった。

毎葉調査をおこなった全葉について、前後 2 回の調査 

期間内にそれぞれの葉に起った変化、例えば幼葉が成葉 

になった、成葉は枯死した、枯葉は茎から脱落した、そ 

の他茎の先端から新葉が展開したなどの記録をとった 

(図 2 、左)。これらの記録集計から新生葉が出現する 

速度、枯死速度などの平均値が求まり、これらをもとに 

して生命表がつくられた（表 2 ) 〇

以上のほかに図2 の下部に示した現存量や生活史、そ 

の他の諸項目も順次もとめられる予定である。
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